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新
入
生

諸
君
、

ほ
ん
と
う

に
お
め

て
と

う
。
合
格
を
知
っ
た
と
き
の
喜
び
は
、

一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
感
激
て
あ
っ
た
で
し
ょ
つ
。

氷
い
間
の
受
験
勉
強
が
終
り
を
告
げ
、
不

女

感
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
満
足
感
に
浸
っ
て
い

る
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
、
近
く
新
し
い
学

生
生
活
か
始
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
思
い
を

新
た
に
し
て
、
楽
し
い
、
そ
し
て
悔
い
の
な

い
学
園
生
活
に
入
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
に

つ
い
て
、
'参
考
ま
で
に

一
d
私
見
を

述

へ
た

い
と
思
う
。

り

ま

ず
、
大
学
に
、ご
て
薯

が
感
ず
る
こ
.」

.

は
、
A
,ま
て

の
字
校
生
活
に
比
へ
て
自
由
て

あ

⇔
こ
と
だ
と
思

,
。
教
冒
は
何
を
す
る

喚

う
に
と

か
、
何
を
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、口

わ
な

い
で
、
黙

っ
て
請
君
の
す
る
こ
と
を
湯

て
い
る
場
合
が
、
A
,ま
て
よ
り
も
多
い
こ
と

で
あ
ろ
⊃
。

て
れ
に

対
し
て
、

も
し
着

が
、
入

字
の
教
.B
は
爪
親
切
だ
こ
か
㍉
教
愉

禾
げ
て
あ
る
と
か
感
ず
る
と
す
れ
は
、

」れ

は
間
違

い
で
あ
る
。
左
学
で
は
、
渚
君
が
口

・
的
」
行
動
す
る
こ
と
を
期

付
し
、
ー
か
52

下
へ
の
牛
藷

君
に
何
ら
か
の
指

小
垂
す
る

こ
と
を
極
力

鯉
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

」
あ

る
。
諸
君

か
ら
相
民艶

勾
ち
か
け
る
な
り
、

貿h
望
を
述

へ
る
な
り
す
れ
ば
、
恐
ら
く
教
U

ほ
ヒ
れ
に

死
曽へて
ト
さ
る
て
あ

つ
」
。

つ
ぎ
に
、
膣出
君
が
教
震
譲
村
て
取
得
す
'、2

h

単
位

は
、
予
め
疋
め

り
れ
・し
お
o
、
㌧
れ

ρ

"

達
成
さ
れ
な
い
場
合
に
噸
門
課
親
に
遺
め
な
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い
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に、
毎

年
教
養
課
程
に
留
年
す
る
学
生
が
数
百名
に

お
よ
び
、
仮
進
学
す
る
学
生
は
さ
ら
に
多
数

あ
る
か
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
学
生
に
対
し

て義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
者
が

あ
るら
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
思
い
ち
が

い
て
ある
。
大
字
は
義
務
教
育
て
は
な
い

し
、難
し
い試
験
を
受
け
て
入
学
し
、
入
字

金
や授
業料
を
払
って
蔑
務
が
生
ず
る
と
い

つ
考
ん
力
に問
題
が
あ
り。
講
義
を
朗
、む、

 

分
の字
力
の
養
成
に
努
め
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
教
養
課
祥
て
の
講
義
の
甲
に
、
高

校
時
代
の繰
り
返
し
で
圓
白
く
な
い
も
の
か

あ
り
、
初
め
は
出
席
ず
る
か
、
だ
ん
だ
ん
に

欠
席
か
殖
え
る
と
い
つ話
を
聞
く
が
、
そ
の

よ
一つな
態
度
も
納
得
て
き
な
い
。
単
位
の
d

算
力
没
とし
ては
、
講
義
一時
間
に
対
し
て

自
習
二
時間
＼
合
」
週
二時
間
、
十
五
週

を
も
っ
て
一単位
と
し
て
い
る
ので
あ
る
。

講
茂
か囲
日く
な
いと
い
つ
字生
は
自
留
時

1 暉

 

.;

冒
と
認
論す
れ
ば、
面
白
い
藷
義
に
な
る
こ

と
て
あ
ろ
う。
討
論
は弾
解
を
深
く
す
る

も
ワ
とも
艮
い
方法
て
あ
る
か
ら
、
講
義
の

時
間
に
人
い
に
討
論
し
て
ほ
し
い
。
毎
回

一人
ず
つ
質
問
する
こと
に
し
て
、
そ
れ
を

当
番
制
に
す
る
のも
一つ
の力
紘
て
あ
ろ
う

も
し
、
・ての
た
め
に時
間
が
足
り
な
く
な

れ
は
、
この
教
ビ
の研
究
累に
押
し
か
け
る

く
ら
い
の
積
極
れ
を
も
ノ
て
ほし
い
と
患

つ
。

 

自
主
的
な
行
動
を

京
大
学
長

奥

田

■

単
ρ
を
と
る
のは
挿
利
であ
って
義
栃
て
は

な
い
の
」あ
る。
教
蔓
疎
程
て
取
得
す
る
単

位
葭
は
最
低翠
嘱を
小し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
ごれ
以
ー
の単
位
を
と
る
の
が
望
獣
し

い
。
こし
て
、
留'、4胡
は
、
卒
業
生
が
あ
る

辞
15
以
歪
の
与
力を
打
っよ
う
に
す
る
た
め

の
処
齪
て
あ
「て
、
ヒれ
は
、
社
盆
に
対
す

る
入
,ノの
責
任
であ
⇔。
し
た
か
㌧て
、
必

君
は
、
人
学
」お
け
る
勉
学
は
飛
務
℃
な
く

て
塙

て
ある
と
い
っ発
想
で
対
処
し
、
臼

東
1

間
か
一
算
さ
れ
て
い

0
こ
と

を
忘
れ

て
い
る

㌧
災
と
ほ
既
れ
る
刀
、
.川
君
侭
、
人
へ
観

の
C
は
あ
る
ま
い
か
。
昏
修
は
講
義
だ
け
て

や
価
植
観
な
と
ー

,
い
曳
、
μ
.え
た
り
、
込

終
る
も
の
ヤ
は
な
い
。
調
羨

は
自
習

を
助
け

.
た
り
、
あ
る
い
は
滴
ん
だ
の
す
る
無
頃
、

る
た
め
の
も
の
で
あ
,
て
、
講
視

か
講
鶉
て

あ

り
。
人
間

の
一
化
」
は
、
七
の
囚
谷
や
深

終
り
、
自
習
の
勅
け
に
な

り
な
い
講
義

ゼ
す

刻
さ

の
梶
展
は
翼
な
る
と
し
て
も
、
必
"。
七

る
教
』
が
、
負
の
に
あ
る
と

す
れ
ば
、

て
れ

の
よ

,
な
時
期
が
あ
り
、
ま
た

こ
れ
け
人
切

は
教
鴇
に

」
演
仔
が
あ
る
の
て
め
,
て
、
そ

.な
こ
と
て
あ

⇔
。

二
し
」
、

て
の
時
期
と
し

の
場

貧
し
は
蒲
君
か
ら
敦
惣

に
、ω望
す

れ
は

て

し
教
良
課
理

か
も

と
も
艮
い
と
思

2
。

よ
い
と
"e
う
。
ま
た
、

誘
君

が
目
か
ら
勉
強

へ
,ま
で

ほ
入
ツ
試
験
埠
備
し
追
わ
れ
て
、
ぢ

し
て

い
♪
て
調
義
の

時
圃
に
質
問
し
、

教

え
る
暇
が
な
か

,
た
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る

一■ρ
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嘗

二
一
曹
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曹
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い
は
、
入
試
準
備
の
価
値
に
娩
問
を
持
ち、

人
生
観
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
気
持
を

も
ち
な
が
り、
大
学
に
入
る
こ
と
が
先
決
問

題
て
あ
っ
て
、
入
学
す
る
ま
て
は
余
分
な
こ

と
を
考
え
な
い
方
か
よ
い
と
諦
め
て
過
こ
し

て
き
た
人
も
い
る
て
あ
ろ
う
。
ま
た
、
字
部

に
直
む
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
勉
強
か忙

が
し
く
な
.て
、
そ
れ
以
外
の
本
を
読
ん
κ

の
話
を
恥
い
た
り
す
る
余
祐
か
少
な
くな

る
。
し
た
が
って
、
こ
れ
か
ら
の
ニ
カ
年
の

教
養
課
程
が
も
っと
も
良
い
期
間
で
あ
り
、

wこれ
は
単
位
の取
得
に
は
関
係
な
い
が
、
大

切
な
教
養
の
}つ
て
あ
る
。

も
中っ
つん
、
こ
の
よ
つな
問
題
は
一年
や

二勾
し触
決
の得
ら
れ
る
も
の
て
は
な
く
、

ま
た
、
ち
え
れ
ば
考
え
る
ほ
と
判
ら
な
く
な

る
も
の
㌔あ
るが
、
てれ
て
も
ζ
る
た
く
な

る
も
の
℃
あり
、
考
λる
へき
こ
と
て
あ

る
。
こし
層」、
独
の
で
本
を
、鵡み
、
考
え
に

ふ
け
る
よ
り
は
、
友
人
と
共
に
話
し
合
う
こ

と
か
、
多
く
の場
合
に
、
み
の
り
の
多
い
も

の
」
める
。
な
お
、
本
学
こ
は
、
学
生
部
に

学
弓懇
話
¥か
あ
り
、
そ
こ
に
は
各
字
部
、

教
養
部
か
59選
出
さ
れ
た
字
牛
懇
話
委
域
の

他
に唯
門
委
員
も
お
りれ
る
か
ら
、
∫
」を

刈
粥
丁る
ωも
解
次
への
助
け
」
な
る
丸
あ

つっ
。

冴
春
ぱ
碍
び
来な
レ
の
で
める
.
鼠
佐
り

㌔
園
廷
伯を肩
Y
競
し過
し
て
は
し
い
と
思

「㍉
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編
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編鯵

観

破
耀
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希
望
者
は
振
⊃
て
ご
応
募
下
さ
い
。

嘉
集
人
員

一回
生
六
人
('」部
・利
別
・経
験
の有
無
は不
問
)

応
募
方
ま

本
枇
所
疋
願
爵
」
必
寝
箏
項
、旭記
載
の
.え
、
作
文
「最

近
感
じ
た
こ
と
」
(四
日
子・副鯉
仙用
瓶
四
枚
程
度
)を
そ
え
て四
月
木

日
ま
で
に
本
社
ホ
ノ
ク
ス
(西
部
構
囚
)に
竹疹
も
し
く
は
郵
L
のこ
と

遺

考

作
文
・圓
接
し
よ
、て
採
用
首
を
決
定
す
る。

▽
本
社
人
事

翫
鴎罐
殻
賑
り三月木日郵
、

人
蘇
那
か
、
田
中
章
、
オ
隔
跡紘

=一一=

一一

一
]一

 

寡
都
大
学
新
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礼
・

川1田 川1日ilm駐,i,`IIIL旧ll川 川Illl目1川IIII風1「11川lllllll川ll川 川 儂駈;

シ
ナ
リ
オ
対
訳
爾傷
心
σ

シ
ャン
ソ
ン
"詩
人
の
魂∬

フ
ラ
ン
ヌ
晒
特
集

窪
川
英
水
訳

小
松

満
訳

や
さ
しい
フ
ラ
ン
ス
語
発
音
の
手
引
川
村
克己

ど
んな
辞
書
が
よ
い
か

趣
沢
発夫

フ
ラン
ス
語
鎚
語
あ
そ
び

野
村
二謡

力
」
ド利
用
フ
ラ
ン
ス
語
会
謡

福
井芳
男

何
を読
め
ば
よ
い
か
-語
学
と
文
学
-伊
吹
武彦

会
諾
"フ
ラ
ン
ズ
語を
話
そ
5

波
木
居
純
一

フ
ラ
ン
ス
詩
へ
の
招
待

窪
川

英
氷

フ
ラ
ン
ズ
語
4
月
号

朝
倉

季
雄

添
削
初
。申級
講
座

安
田

悦
子

ア
ク
チ
ュア
リ
テ

舞
難
墾
難
華

一灘

B
6判
並
製

カ
バ
i
装

ウ
=
ー
ユ石
川
訳
ー
ス
ペ
イ
ン
戦線
や
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
に
括躍
、
早
逝
し
た
仏
気
才女
性
の
選
晋
四6円

プ
ー
ア
ス
テ
ィン
犀
野
、
後
藤
訳
i〔マ
ス
・コ
ミ
が

製
造
す
る
扇実
〕
の
氾
濫
を
解剖
す
る
労
年
亮
Q円

政
治

の
な
か
の人
間

リ
プ
セ
ソ
ト内
山
訳
ー
デ
モ
ク
ラシ
ー
の
動
態
を
厳

密
な
資
料を
駆
使
し
て
解
明
し
た名
著
。

七お
円

W
.H
.ホ
ワ
イ
ト
岡
部
、
辻
村
他
訳

髄

腕σ

組

繊
の
な
か
の
人

間

上
脚
下
㈱

備

(4版)(4版り

Ψ

〒

苔
マ

 

M
・ミ
・・ド

田
中、
加
藤
訳

男

性

と

女

性

上
㎜
下
欄

辻
村
明
訳

大

衆

社

会

の

政

治

揃

(5版) (9版)

C
・W
・ミ
ル
ス
杉

政
蓄
訳

ホ
ワ
イ

ト
・
カ

ラ
ー

ー
申
流
階級
の生
活
探
求
-

円
・リ
ン
ト
ン

清
水、
犬
養
訳

文
化

人

類

学

入

門

F
・S
・シ
ー
パ
ー
ト
内
川
芳
発
訳

藪
の
自

由
額

四
理

論

550350480

 

B
6
判
ー
製
カ
バ
ー
装

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
入
門
ハ
ン
セ
ン
大
石
訳
-近
代
経
済
学
最
入
の
古典
二

般
理
論
」
の
本
質
を懇
切
に
解
明
す
る

昊
O円

ケ
イ
ン
ズ
動
学
入
門
K
・ク
リ
ハ
ラ
弱
訳
i
「一般
理
論
」
の
理解
と更

に
そ
の
長
期
動
学
化
を試
み
た
も
の

五合
円

経
営
経
済
挙
入
門
上
下
ス
ペ
ン
サ
ー
他
佐
竹
他訳
-
津
量
綿
済
学
の
立場
か

ら
総
合
的
に
解
説
し
たぺ
門
欝

上
洗
O、
下
穴8円

新
訂
政
治
学
入
門
ラ
ス
キ
著
ワ
イ
ト
補
町
横越
訳
-
階
級
柱
会
の
政
冶

の
あ
り
カ
を
追
求
。
加
筆決
定
版
版
権
占
智
四8円

A
5
判
特
製

箱
入

驕

日
本
史
辞
典

票
大
国
愛
研
究
冤
編
-
小項
目
-
義に
よ
り
簡
便
な

形
態
に
駁
高
最
新
の
知
識
を盛
った
改
訂
版
一8
Q円

轍
襯
西
洋
史
辞
典

京
大
西
洋
突
研
究
室
編
-
曹
當な
項
日
、
正
確
な
記

述
によ
り
最
新
の
研
究
成
果を
盛
った
改
訂
版
8
Q

東
洋
史
辞
典

京
大
東
洋
突
研
究
量
纐
ー
押
界的
水
準
に
あ
る
我
国

東
痺史
学
の
新
成
果
を
結
築
。9
月
改
訂

}8
Q円

図
解
考
古
学
辞
典

水
野
清
一、
小
株
行
雄
著
ー
新
発見
、
新
学
説
を
網

羅し
、
三
千
項
目
に
図
版
を
付し
た
労
作

一凡8
円

既刊320点SFと ミステ リ専門の文庫

国
隠
匝

A
6
遡
翻
カ
バ義

一■
火
星
シ
リ
ー
ズ
/
A
11
欠丙
行
甲/

0

火
星

の

幻
兵

団

.
鉄
妬
餓

既
同
0
火
星
の
プ
リ

ン
セ

ス

②
火
星
の
女
神

イ
サ

ス

⑦
火
星
の
大
元
帥
力
ー
タ
ー

咀
レ
ン
ズ
マ
ン
.シ
リ
ーズ

【

奈
6壱

第
一同
4
月
下
旬刊

σ

銀
河
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
E
峨
、融

ミ
ス
テ
リ
部
旦

匪

0
0
7
シ
リ
ー
ズ
/ム
5
冊

一ロ
シ

ア
か
り愛

を
こ

め

て

(映
岡
0
0
7
/ゲ
樋
.発
の
煽
作
)

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
永
遠
に

ム

ー

ン

レ

イ

カ

ー

カ
ジ
ノ

・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

0

0

7

号

の

冒

険 フ
レ
、・・ソ
グ

モ
　
'⊆
P

一,」5'冠ド3FヨPJ「 」「」

 

ロ
リ
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あ
由ll

定
期
購
読
の
お
す
す
め

■新入生の皆さまは独自の思想形成 と厳しい状況へのアブローチのために

■卒業生の皆さまは母校の動向を知 り、新しい社会 と大学の架橋のために

口受験生の皆さまは最新の受験ニユー ス、受験ガイ ド等による入試案内のために

■御父兄の皆 さまは御子息の学ばれる京大の雰囲気をヴィヴィッドに知るために

火
正
十
四
年
の
創
団
以
来
四
十

余
年
「
京
都
大
学
新
聞
」
は
京

大
と
と
も
に
渉
ん
で
来
ま
し

た
。
こ
の
間
歴
史
の
辻
余
曲
折

の
中
に
あ

っ
て

「
京
都
大
,字
、耕

聞
」
は

一
貫
し
て
目/理
の
探
求

と
学
問
の
進
歩
、
反
戦
自
由
の

灯
を
守
り
糺
け
て
来
ま
し
た
。

昭
和
」二
十
四
年
に
は
全
国
の
大

学
新
聞
の
中
で
初
の
て
一
千
口η

に
辻
し
、
増
々
躍
進
し
て
お
り

ま
す
、
現
樹
、
H
木
の
交
化
、

政
治
、
思
想
の
諸
伏
況
は
轍
た

ち
の
周
囲
に
あ
う
て
混
込
の
ま

ま
渦
ま
い
て
お
り
ま
す
、
新
し

い
基
柚
と
、
よ
り
根
源
助
な
発

想
の
基
盤
か
求
ω
ら
れ
て
い
る

の
か
今
日
の
杁
玩
で
す
、
私
た

ち
は
そ
の
中
で

曜
穎
と
の
コ
ミ

,一
ニ
ケ
ー
シ
,
ン
を
胆
し
て
意

識
的
な
問
題
提
起
を
有
な
い
梗

索
し
て
い
ま
す
、

。
購
.訊
料
金

一
年
分

.
●

五
五
〇
円

二
年
分

一
〇
〇
〇
円

三
年
分

一
四
〇
〇
円

四
年
分

一
七
五
〇
円

(郵
込
の
易
含
は
別
に
送

料
と
し
て
一
向
に
つ
き
一

h
O
円
い
た
た
き
ま
す
)

京都

巾
ノL
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田
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く

円
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璽 編 課勤 懸 嚢藤馨
コソバ、ご宴会に、気軽に御利

用下さい。 ミ大将瓢 自慢の味
と値段で学生諸君のおいでをお
待ちしています。

和食・洋食・中華料理

火將軍
京郭駅前タワーピル回TEL(37)8090

大宮店 ロース焼廃・勘懸・中雛料璃

四条ヲく雷阪急前TEL`84》9婁62
◇画店共、お庫凱斜・サービス科は一切不1で す

闘i隅樋蹴1闘1剛mlll闘11臆髄111馴i肪iMn蹴川1田illU隅ll!U珊mlHlil鵬m蹴lm髄IUIIIl

基 礎 力 の 充実 か ら 応 用 の 完 成 ま で
lllmlll蹴i川mlll盟ll聴lmi既H1隠II蹴旧腿!腿1隅mml襯m闘llm聴1髄lli腿Ml蹴川m腿既Ill

4月 新学期

レ国立大学愛験科詔理工系コ・一ス ・文科系コース

レ私立大掌曵験科3理工系コース ・文科系コース

レ夜隠大学愛験糾躍理工系コース ・文科系コースリ
レ嵩校2・3隼生科3英謂・数学・国謳・理科・社会

夏期鶴習会……7月21日 ～8月26日

レ冨校卒桑生組=英 語・数学・国語。理科・社会

》凋校3年生岨=英 循・数学・国語・理科・社会

レ高校2年生岨瓢英譜・数学・国踏・理科・祉会

公開綜合模試

>5月 から毎月1回 実施

Im鵬[田ll龍MlllU糊lll1鴨Illm蹴1mll髄網illl聯聞1闘聴1闘1甜ll鞠1旧ml禰腿蹄1旧構i糊llll腿顎鵬1曲

東京都千代田区神田襲土代町24TEL(292}0951

国電講神田 晒口》5分 地下鉄轟大手町8分

灘 電=神 田 橋電 停 前

◎ 新学期4月18日 開講(受榊)

o東 大 受 験 科(文 ・理)

O早 口 受 験 科(女 ・理)

O線 合 璽 験 科(文 ・理)

0高3特 殴クラス

o英 画 基 礁 科

o数 学 基 礎 科

▼各科共午前、歴聞、午後、夜蘭部あり

▼詳細は入学寮内養照(要〒30円)

▼入学省の下宿無料斡旋(間含畏刊0円》

鰯 憎鵬幅●●㈲ 脚㈲噌槻ml纏 噸 巳鷺曾磯田髄1静襯欝瞠随醐M朔1"髄 臆鵬鵬伽15●鴫尉1刷榊1㎜騰ll龍

東京都千代田区神田淡路町2の27
国電お茶水駅東口8分

TELg《25D171001934(253)0085

616
＼.
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ま 合 宿 ・宿 泊 ・ コ ン パ ≡

追コン・宴会に ≡
スキヤキ・水ダキ・魚スキ

・トンチリφ日本料窟

加 茂 川 畔 の

≡旅 館 清 州 ≡

河原町今出川電停前

TEL(23)1750.8776

罰1川lh職1隅討11開川!M開1肌1"田川瞳撫li川鱒1!脚曲川闇lll1hiマ

;難1

"erpr。bt
・bewahrt・gara浦eバ 若 い 世 代 に 贈 る 万 年 筆 の 最 高 峰 …

閏口
目

2,000円 より各種二ざいます

蕪条件で僧頼出来る生涯の友
ドイツ製高級万年筆

MO図TBL▲Nζ

■♂
魏

弓

柳

,圏♂畢

安心して免許をとる近道働公益法人の経営する学校・近代的施設完備・親切な指導

卒業生は技能試験免除
入 学 日 毎週金曜口

入学申込は毎日何時でも受付け致 します

¢脚 は来校または脇 を利駐下さい)

{匪 数兵庫県 自動車学校
㈱
㈱
㈱

K
K
欧

錨
脇
鋤
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一"ローマは一一日にしてならず
愚

こ の味 、この 評 判 も・・・…
。
堂
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、
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海
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(二
五
人)

諏
訪
青
陵
11
各
三
、
飯
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函
館
ラ
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札
幌
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潤
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旭
川
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岡
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札
幌
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潮
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札
幌
南
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第
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福
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津
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野
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津
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富
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石
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尾
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主要製晶 屯線ヶ一ブル/特 殊金履線/粉 末合
ゴム プラスチソク製品/デ ィスクブレーキ/
半導体製品/各 種核燃精/各 種電気工事

主友 電 コニ
L友 電 気 ↓ 業 株 式 会 】歓
社 人阪市東区北浜5-16噺14友 ビ恥TεL㈱3職2
妻t軍虞纐港匿詫琴乎彫獣三友ビル}丁旦Lミ5G$,泌

 

奮

住友電工は、企業の成長発展にともなう経蛍の多角化に

より.電 線・特殊金属線・粉家合金製品・工業恥ゴム製

品のみならず.現 代科学の最先端で樋 原華力・電チゴ

粟・高分芋北学部弼にもかずかずの新製品を送り、明融
の文化をからく醸動力として力強く萌黙しておりまずゆ

ヂミンゲ賞に輝くすぐれた技術と品臓管理、業界随一の

輪出実績を誇る当社は曳文科系・理科系を悶わず、進歩

を愛する若人にふさわしい滋躍の場を提供 しております

職糞㌻余
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